





























VI マウント・ク ック ーニュージーランド最高峰の山，人気の観光地一
Vl テ・アナウ， ミルフォード・サウンド ーフィヨルド，多雨地帯一
VJI フランツ・ジョセフ氷河，フォックス氷河 一氷河の道一
IX ダニーデン，インヴァーカーゴ，ブラフ ー南の都市，動物保護一
X ニュージーランドの教育・日本との関係
これだけ見ると，特徴ある地域を写真を中心に紹介しただけの極めて主観的な旅行体験記に過
ぎないのではと思われがちであるが，読み進めていくうちに，筆者の意図はそこに留まっていな
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いことがわかる。それは，実に34の図や表などの統計資料を随所に用いることや筆者独自の現地
調査によるオリジナル資料などによって現地での生活体験から生じた疑問の裏付けがなされて
おり，客観的にもニュージーランドを知ってもらうことをねらいとしているのである。それを示
す方法としても，専門的地誌書に見られるようなニュージーランドの地形とか，～の気候，農業
といった系統的項目での記述を避け，行く先で疑問に思ったことをあたかも近くにこれまた極め
て優秀なガイドがいて，統計資料を提示し客観的に納得させてくれる記述形式となっている。っ
まり，本書は単なる旅行体験記どころか，内容としては旅行ガイドプックとして，また，専門的
地誌書としての役割も持った総合的な本として位置づけることができる。
さて，内容の展開については前述の章立てからもわかるように，ニュージーランド南島の各地
方を紹介する形となっている。各章の初めにおいては生活体験に基づいた，現地の人々との関わ
りの中で生じたエピソードを記述し，その後各地方の旅行記を展開する形式をとっている。しか
し，その中でも雄大な自然を旅する道中において，現地人とのふれあいが至るところに詳細に記
載されている。農道で車がスタックし現地人に救援されながらも，あまりの人の少なさに感慨深
くなったこと，氷河の遊覧飛行での現地ガイドとのやりとり等がその例としてあげることができ
る。また，家族同伴（妻とこども 3人）での現地での生活が筆者のみでは決して経験しうる事の
できない内容も随所に記載されている。例えば，複数の家族を紹介したパーティーで，女性が一
通り料理をとり席に戻って食べるころに，男性が立ち上がり料理を取りにいくという，いわゆる
レディーファーストに対する衝撃は，家族連れでなければその衝撃も半減したであろう。また，
著者の長女の通った幼稚園では健常児と精神障害児がともに学び，お互いを理解し助け合うこと
を知ること，長男の通った小学校における小人数指導の授業の様子から窺うことのできたニュー
ジーランドのこども達の考え方など，家族同伴でなければ知るきっかけさえもない事が本書の中
で数多く詳細に記載されている。
このように，本書には多層にわたるニュージーランド人が登場するが，サブタイトルに「自然
と人間との生活」とあるように，現地人が自分達の住んでいる土地をどのように考え，行動しな
ければならないかということが多く記載されている。特に本書の第X章「ニュージーランドの教
育・日本との関係」の中で，クライストチャーチの高校生55 8人に質問紙調査での結果に如実
に現れている。質問内容は「ニュージーランドのどこを日本にアピールしたいか」というもので，
半数以上が「環境の良さ」， 2位には「人の良さ」となっている。つまり，自然環境のすばらし
さを知り，それを大事にしなければいけない心を持っているのが，著者の認識したニュージーラ
ンド人であったのであろう。筆者は常々，学校の地理にはどうして人間臭さが薄くなりがちで，
どうにか対処できないものかと考えていた。現在，我が国の高校の地理教育の目標には「世界の
人々の生活・文化に関する地域的特色とその動向を，自然環境および社会環境と関連づけて理解
させ・・・」とある。この点で本書の刊行は，ニュージーランドという地域を教材化するときの大き
な役割も持っているといえる。ただ，まえがきにもあるように，短い10ヶ月という期間の中で，
そのような人々とともに過ごし，感じたことを広く一般の人々にも知ってもらいたいことが，著
者の本当のねらいであった。このことから，本書は地理教育に携わる人に限らず，ニュージーラ
ンドに憧れを抱く多くの人々に読んでもらいたい，貴重な一冊であるといえる。
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